
（1）2022 年 5 月 20 日                  非核・いしかわ                    第 286 号 

 

                              

                 

今
年
の
参
院
選
後
、
解
散
が
な
け
れ
ば
二

五
年
ま
で
国
政
選
挙
が
な
く
、
結
果
次
第
で

は
い
よ
い
よ
改
憲
が
現
実
と
な
り
ま
す
。 

「
敵
基
地
攻
撃
論
」
に
つ
い
て
安
倍
元
首

相
は
こ
の
四
月
に
「
相
手
の
中
枢
攻
撃
」「
反

撃
能
力
」
「
基
地
の
み
な
ら
ず
指
揮
統
制
機

能
も
含
む
」
「
こ
れ
ら
も
自
衛
の
範
囲
内
」

と
一
層
露
骨
に
強
弁
す
る
に
至
り
ま
し
た
。 

政
府
の
基
本
的
立
場 

そ
も
そ
も
『
令
和
三
年
版
・
防
衛
白
書
』

で
は
①
〝
憲
法
と
自
衛
権
〟
に
つ
い
て
、
九

条
は
自
衛
権
を
否
定
し
て
い
な
い
の
で
あ

る
か
ら
、
そ
の
行
使
を
裏
づ
け
る
自
衛
の
た

め
の
必
要
最
小
限
度
の
実
力
を
保
持
す
る 

        

こ
と
は
憲
法
上
認
め
ら
れ
る
と
解
し
、
②
〝

保
持
で
き
る
自
衛
力
〟
に
つ
い
て
は
、
「
戦

力
」
に
あ
た
る
か
否
か
は
実
力
の
全
体
の
問

題
だ
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
な
ど
攻
撃
型
兵
器
を
保

有
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
説
明
し
、
③

〝
専
守
防
衛
〟
に
つ
い
て
は
、
憲
法
の
精
神

に
則
っ
た
受
動
的
な
防
衛
戦
略
の
姿
勢
を

い
う
、
と
説
明
し
て
い
ま
す
。 

私
の
立
場
か
ら
の
検
討 

私
を
含
め
て
憲
法
研
究
者
の
多
数
派
は
、

多
く
の
国
民
と
異
な
り
、
自
衛
隊
は
違
憲
と

考
え
て
い
ま
す
。 

検
討
事
項
と
し
て
は
、
①
九
条
一
項
の
〝

戦
争
の
放
棄
〟
は
、
Ａ
説
…
「
国
際
紛
争
を

解
決
す
る
手
段
」
と
し
て
の
侵
略
戦
争
の
放

棄
、
Ｂ
説
…
自
衛
か
侵
略
か
の
区
別
は
無
理

ゆ
え
、
自
衛
戦
争
を
含
む
一
切
の
戦
争
放
棄
、

の
二
つ
が
あ
り
、
②
同
二
項
の
〝
戦
力
の
不

保
持
〟
に
つ
い
て
は
、
甲
説
…
侵
略
で
な
く

自
衛
力
の
保
持
な
ら
許
さ
れ
る
、
乙
説
…
自

衛
力
保
持
も
許
さ
れ
な
い
、
の
二
つ
が
あ
る

と
言
え
ま
す
。 

                              

4面 平和行進の事前要請で全自治体と議会を訪問 

                   新井田義弘                  

5面 平和事業に関する自治体アンケートの集計

結果とコメント 

6面 知事選に立候補した私の想い  飯森博子 

非
核
五
項
目 
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日
本
国
憲
法
制
定
の
国 

会
審
議
で
当
時
の
首
相
は
、

原
子
爆
弾
の
出
現
に
よ
っ
て
「
文
明
と
戦
争
と

は
結
局
両
立
し
得
な
い
。
文
明
が
速
や
か
に
戦

争
を
全
滅
し
な
け
れ
ば
、
戦
争
が
ま
ず
文
明
を

全
滅
さ
せ
る
」
と
答
弁
し
た
。
九
条
に
「
戦
争

の
放
棄
、
戦
力
の
不
保
持
、
交
戦
権
の
否
認
」

を
定
め
、
前
文
に
「
平
和
を
愛
す
る
諸
国
民
の

公
正
と
信
義
に
信
頼
し
て
、
わ
れ
ら
の
安
全
と

生
存
を
保
持
し
よ
う
と
決
意
し
た
」
と
謳
っ
た

こ
の
憲
法
制
定
の
決
意
を
改
め
て
噛
み
し
め

た
い
▼
施
行
七
五
年
の
憲
法
記
念
日
は
、
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
戦
争
の
最
中
で
迎
え

た
▼
プ
ー
チ
ン
政
権
は
、
国
連
憲
章
と
国
際
人

道
法
を
踏
み
に
じ
り
、「
核
」
で
脅
し
て
、
隣

国
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
破
壊
し
殺
戮
し
、
残
忍
な
軍

事
行
動
を
続
け
て
い
る
。
人
類
と
地
球
を
破
滅

に
導
き
か
ね
な
い
世
界
大
戦
や
核
戦
争
に
さ

せ
な
い
た
め
に
、「
た
だ
ち
に
停
戦
を
」「
ロ
シ

ア
軍
は
撤
退
せ
よ
」
「
核
兵
器
の
使
用
は
絶
対

に
や
め
よ
」
の
声
と
行
動
を
世
界
中
か
ら
巻
き

起
こ
し
た
い
▼
こ
の
危
機
に
乗
じ
て
、
自
民
党

や
維
新
の
会
な
ど
が
「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」
保

有
や
軍
事
費
二
倍
化
、「
核
共
有
」、
九
条
改
憲

な
ど
叫
ん
で
い
る
。
許
せ
な
い
！
▼
他
国
と
軍

事
で
対
抗
す
れ
ば
、
際
限
の
な
い
大
軍
拡
、
暮

ら
し
と
人
権
を
抑
圧
す
る
軍
事
国
家
に
な
っ

て
し
ま
う
。
憲
法
制
定
の
初
心
に
帰
れ
！
と
叫

び
た
い
。（
に
） 

花
鳥
風
月 

 

6面 ウクライナの子どもたちに想いを寄せて 

                 尾西洋子 

7面 ＜独標＞巡り合い      土井和子 

8面  石川の山めぐり         吉沢京子 

   絵手紙コーナー        坂本朋子 

    

「
敵
基
地
攻
撃
」
と
憲
法 

～
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
・ 

９
条
改
憲
論
を
ど
う
乗
り
越
え
る
か
～ 

清
水
雅
彦
（
日
本
体
育
大
学
・
憲
法
学
） 

【講演要旨】 

 

 

講演される清水雅彦さん 

http://hikakuishikawa.com/
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そ
し
て
③
一
項
と
二
項
の
解
釈
の
組
み

合
わ
せ
と
し
て
、
多
数
説
…
Ａ
説
＋
乙
説

（
九
条
二
項
全
面
放
棄
説
、
「
武
力
な
き
自

衛
論
」
）、
少
数
説
…
Ａ
説
＋
甲
説
（
限
定
放

棄
説
）
、
Ｂ
説
＋
乙
説
（
九
条
一
項
全
面
放

棄
説
）
が
あ
る
と
言
え
ま
す
。 

九
条
一
項
は
、
学
会
で
は
大
き
く
二
つ
に

考
え
方
が
分
か
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
侵
略

戦
争
を
放
棄
す
る
の
か
、
自
衛
を
含
め
一
切

の
戦
争
を
放
棄
す
る
の
か
、
で
す
。 

九
条
二
項
も
二
つ
に
分
か
れ
ま
す
。
侵
略

の
た
め
な
ら
持
て
な
い
が
、
自
衛
の
た
め
な

ら
持
て
る
と
考
え
る
の
か
、
自
衛
の
た
め
の

も
の
も
持
て
な
い
と
考
え
る
の
か
、
で
す
。 

学
会
の
多
数
派
は
「
武
力
な
き
自
衛
権
論
」

す
な
わ
ち
外
交
・
警
察
・
市
民
的
不
服
従
で

日
本
を
守
る
と
い
う
も
の
で
す
が
、
私
は
最

後
の
説
、
つ
ま
り
徹
底
し
た
非
軍
事
の
立
場

で
す
。
本
来
な
ら
ば
主
権
者
で
あ
る
国
民
そ

れ
ぞ
れ
が
自
分
で
考
え
て
、
多
く
の
人
と
議

論
を
重
ね
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

戦
争
違
法
化
の
中
で
の
九
条 

か
つ
て
世
界
一
般
の
正
戦
論
・
無
差
別
戦

争
観
も
第
一
次
世
界
大
戦
の
衝
撃
で
、
人
類

は
侵
略
戦
争
を
制
限
（
一
九
一
九
国
際
連
盟

規
約
）
し
、
侵
略
戦
争
を
放
棄
（
一
九
二
八

不
戦
条
約
）
し
、「
自
衛
戦
争
」
を
制
限
（
一

九
四
五
国
連
憲
章
）
し
、
「
自
衛
戦
争
」
を

放
棄
（
一
九
四
七
日
本
国
憲
法
）
し
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
は
〝
自
衛
〟
の
名
の
も
と
に
戦

争
を
す
る
国
が
出
て
き
た
た
め
、
国
連
憲
章

で
は
自
衛
戦
争
も
制
限
し
た
の
で
す
。
人
類

は
戦
争
を
規
制
し
よ
う
と
努
力
を
重
ね
て

き
た
わ
け
で
す
。
つ
ま
り
日
本
国
憲
法
は
世

界
の
戦
争
違
法
化
の
最
先
端
な
の
で
す
。 

国
連
憲
章
と
日
本
国
憲
法 

「
武
力
の
威
嚇
ま
た
は
武
力
の
行
使
」
の

考
え
に
つ
い
て
、
国
連
憲
章
は
二
条
四
項
で

「
慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
場
合
に
よ
っ
て
は
使
え
る

と
い
う
意
味
に
な
り
ま
す
。
日
本
国
憲
法
は

「
永
久
に
こ
れ
を
放
棄
す
る
」
と
な
っ
て
お

り
、
こ
れ
は
明
確
に
考
え
方
が
違
い
ま
す
。 

さ
ら
に
国
連
憲
章
の
制
定
後
、
核
兵
器
に

よ
る
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
経
験
か
ら
、

た
と
え
自
衛
で
あ
っ
て
も
人
類
の
生
存
が

脅
か
さ
れ
る
こ
と
が
明
確
と
な
り
、
こ
の
観

点
か
ら
日
本
国
憲
法
は
自
衛
戦
争
も
放
棄

し
た
と
考
え
る
べ
き
だ
し
、
軍
隊
を
持
ち
自

衛
戦
争
の
で
き
る
「
普
通
の
国
」
に
な
る
よ

り
、
二
七
ヵ
国
目
の
「
軍
隊
の
な
い
国
家
」

を
め
ざ
す
べ
き
だ
、
と
私
は
考
え
ま
す
。 

従
来
の
政
府
の
九
条
解
釈
と
制
約 

九
条
二
項
は
戦
力
を
規
定
し
て
い
ま
す

が
、
素
直
に
読
め
ば
自
衛
隊
は
違
憲
で
す
。

政
府
が
編
み
出
し
た
解
釈
は
、
「
戦
力
」
は

〝
自
衛
の
た
め
の
必
要
最
小
限
度
の
実
力

を
超
え
る
も
の
〟
で
あ
り
、
越
え
て
い
な
け

れ
ば
憲
法
上
問
題
が
な
く
、
ど
こ
に
も
実
力 

を
も
っ
て
は
な
ら
な
い
と
書
い
て
な
い
か 

ら
「
実
力
」
な
ら
構
わ
な
い
、
で
し
た
。 

こ
れ
は
勿
論
、
屁
理
屈
で
す
。
自
衛
隊
は

言
わ
ば
警
察
以
上
軍
隊
未
満
の
組
織
で
あ

り
、
あ
の
安
倍
政
権
の
下
で
も
ま
だ
軍
隊
で

は
な
い
の
で
す
。
さ
ら
に
平
和
を
求
め
る
国

民
に
押
さ
れ
て
野
党
の
追
及
に
よ
っ
て
、
九

条
の
中
身
を
豊
か
に
し
、
九
条
に
よ
る
制
約

を
作
っ
て
き
ま
し
た
。
海
外
派
兵
の
禁
止
、

専
守
防
衛
、
武
器
輸
出
三
原
則
、
非
核
三
原

則
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
の
否
認
、
防
衛
費

の
Ｇ
Ｎ
Ｐ
比
一
％
枠
ら
が
そ
れ
に
あ
た
り
、

自
衛
権
行
使
の
三
要
件
（
急
迫
不
正
の
侵
害
、

他
の
適
当
な
手
段
が
な
い
、
必
要
最
小
限
度
）

も
五
四
年
政
府
見
解
で
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
残
念
な
が
ら
こ
の
制
約
は
次
第
に

形
骸
化
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

ま
た
集
団
的
自
衛
権
行
使
と
「
敵
基
地
攻

撃
論
」
は
質
が
違
う
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で

す
。
前
者
は
日
本
へ
の
攻
撃
発
生
と
い
う
客

観
的
要
件
が
あ
り
ま
す
が
、
「
武
力
行
使
の

新
三
要
件
」
は
誰
か
が
判
断
す
る
主
観
的
要

素
な
の
で
す
。
〝
戦
争
は
秘
密
か
ら
始
ま
る

〟
の
で
す
。
朝
鮮
の
移
動
式
ミ
サ
イ
ル
は
約

二
〇
〇
あ
り
、
中
国
は
核
保
有
国
で
す
。「
敵

基
地
攻
撃
」
は
事
実
上
不
可
能
で
す
。 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
と
日
本
の
改
憲
論 

国
連
憲
章
と
の
関
係
で
は
、
ロ
シ
ア
は
国

際
紛
争
の
平
和
的
手
段
に
よ
る
解
決
の
原

則
（
二
条
三
項
）
、
武
力
に
よ
る
威
嚇
・
武

力
行
使
の
制
限
原
則
（
同
四
項
）
、
自
衛
権

行
使
規
定
（
五
一
条
）
違
反
等
と
な
り
ま
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
も
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
も
ロ
シ
ア
を
攻

撃
し
て
お
ら
ず
、
ロ
シ
ア
以
外
が
承
認
し
て

い
な
い
両
「
共
和
国
」
は
国
際
法
上
、
国
家

と
い
え
ま
せ
ん
。
ま
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
休
戦

協
定
、
核
兵
器
禁
止
条
約
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
協

定
に
も
抵
触
す
る
も
の
で
す
。 

プ
ー
チ
ン
政
権
は
ロ
シ
ア
系
住
民
の
保

護
を
理
由
に
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
か
つ

て
ナ
チ
ス
が
ド
イ
ツ
系
住
民
の
保
護
を
理

由
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
侵
攻
し
た
の
と
同
じ

で
あ
り
、
自
民
党
の
改
憲
案
「
国
民
の
安
全

確
保
」
論
と
酷
似
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
集
団
的
自
衛
権
は
、
主
に
大
国
が
小

国
へ
侵
攻
・
侵
略
し
よ
う
と
す
る
時
に
悪
用

し
て
き
た
の
が
過
去
の
歴
史
事
実
で
す
。
そ

う
で
あ
れ
ば
国
連
憲
章
の
こ
の
規
定
を
問

う
必
要
性
が
あ
る
と
言
う
べ
き
で
す
。 

九
条
は
無
力
だ
と
い
う
議
論
が
あ
り
ま

す
。
二
六
の
軍
隊
の
な
い
国
は
実
は
攻
め
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。
軍
拡
論
は
膨
張
し
悪
循
環

と
な
り
ま
す
。
時
間
が
か
か
っ
て
も
非
軍

事
・
不
服
従
な
ど
で
抵
抗
し
、
国
際
的
な
安

全
保
障
の
枠
組
み
を
つ
く
り
、
戦
争
の
予
防

に
努
め
る
こ
と
が
大
事
な
の
で
す
。 

（
文
責
・
中
村
昭
一
） 

◎
五
月
三
日
、
平
和
憲
法
施
行
七
五
周
年
記

念
石
川
県
民
集
会
で
の
講
演
要
旨
で
す
。
紙

面
の
都
合
で
大
幅
に
割
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 



（3）2022 年 5 月 20 日                 非核・いしかわ                     第 286 号      

非
核
の
政
府
を
求
め
る
石
川
の
会
は
、
四

月
二
六
日
、
か
ほ
く
市
議
会
に
「
日
本
政
府

に
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
参
加
を
求
め
る

意
見
書
」
提
出
に
関
す
る
陳
情
書
を
提
出
し
、

五
十
嵐
正
博
代
表
世
話
人
、
新
井
田
義
弘
常

任
世
話
人
、
神
田
順
一
事
務
局
長
が
猪
村
博

靖
議
長
、
杉
本
成
一
副
議
長
、
小
村
登
志
也

事
務
局
長
と
懇
談
し
ま
し
た
。 

本
会
か
ら
の
主
な
発
言 

【
五
十
嵐
】
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
の
折
、
核
の
使
用
を
示
唆
し
て
お
り
、

も
し
核
が
使
わ
れ
る
と
第
三
次
世
界
大
戦

に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
。
そ
う
な
ら
な
い

た
め
に
は
核
兵
器
を
全
廃
さ
せ
る
こ
と
、
私

た
ち
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
地
方
自
治
体
が
、

 

    

政
府
が
「
核
兵
器
は
廃
絶
す
べ
き
」
の
国
際

世
論
を
盛
り
上
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

二
〇
〇
五
年
三
月
、
か
ほ
く
市
の
平
和
都

市
宣
言
で
は
「
恒
久
平
和
と
核
兵
器
の
全
面

禁
止
・
廃
絶
は
人
類
す
べ
て
の
願
い
で
あ
り
、

そ
の
実
現
に
向
か
っ
て
、
邁
進
し
て
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
」
と
決
議
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

通
じ
る
と
思
う
。 

【
神
田
】
か
ほ
く
市
議
会
が
三
月
定
例
会
で

可
決
し
た
「
ロ
シ
ア
軍
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら

の
即
時
撤
退
を
求
め
る
決
議
」
に
も
ロ
シ
ア

が
核
兵
器
使
用
も
辞
さ
な
い
こ
と
に
触
れ

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
安
全
保
障
や
核

兵
器
の
問
題
に
つ
き
、
地
方
議
会
で
決
議
す

る
こ
と
は
か
っ
て
な
い
、
重
大
な
事
態
と
受

け
止
め
て
い
る
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

略
を
や
め
さ
せ
る
た
め
に
も
地
方
議
会
か

ら
政
府
へ
の
意
見
書
を
上
げ
て
い
た
だ
き

た
い
。 

【
新
井
田
】
ロ
シ
ア
の
手
を
縛
る
最
大
の
カ

ギ
は
、
日
本
政
府
が
少
な
く
と
も
締
約
国
会

議
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
し
て
、
核
を
使
う

と
ど
ん
な
こ
と
が
起
き
る
か
、
生
々
し
く
語

る
こ
と
が
い
ま
問
わ
れ
て
い
る
。
か
ほ
く
市 

は
川
柳
作
家
・
鶴
彬
の
生
誕
の
地
で
あ
り
、 

反
戦
を
貫
い
た
鶴
彬
の
生
き
様
を
描
い
た 

 

映
画
「
鶴
彬 

こ
こ
ろ
の
軌
跡
」
が
つ
く
ら

れ
、
資
料
館
も
開
設
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
地
域
の
歴
史
を
ふ
ま
え
た
意
見
書
の

提
出
を
期
待
し
て
い
る
。 

請
願
・
陳
情
の
取
扱
い 

【
神
田
】
か
ほ
く
市
議
会
の
請
願
・
陳
情
の

取
扱
い
を
説
明
し
て
ほ
し
い
。 

【
小
村
事
務
局
長
】
か
ほ
く
市
議
会
で
は
請

願
は
所
管
の
常
任
委
員
会
に
付
託
し
て
取

扱
い
を
協
議
す
る
。
陳
情
の
場
合
は
議
会
初

日
に
議
員
に
文
書
配
布
す
る
。 

【
猪
村
議
長
】
陳
情
書
と
今
日
の
懇
談
内
容

は
各
議
員
に
伝
え
る
が
、
賛
同
さ
れ
る
議
員

三
人
か
ら
発
議
が
な
け
れ
ば
審
議
に
入
れ

な
い
、
配
布
だ
け
と
な
る
。 

【
新
井
田
】
今
日
議
長
さ
ん
ら
と
懇
談
を
お

願
い
し
た
の
は
、
内
灘
町
議
会
の
よ
う
に
議

長
さ
ん
か
ら
議
会
運
営
委
員
会
に
諮
り
、
議 

運
提
案
と
し
て
議
会
に
か
け
て
い
た
だ
き 

た
い
か
ら
だ
。 

【
杉
本
副
議
長
】
住
民
に
直
結
し
た
か
ほ
く

市
内
の
問
題
で
あ
れ
ば
陳
情
で
あ
っ
て
も

審
議
す
る
こ
と
は
あ
る
。
ロ
シ
ア
の
問
題
は

直
結
し
て
い
な
い
と
は
い
え
な
い
が
、
外
交

と
か
安
全
保
障
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
正
直

に
言
っ
て
な
ぜ
日
本
政
府
が
核
禁
条
約
に

参
加
し
な
い
の
か
、
国
連
が
な
ぜ
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
を
止
め
ら
れ
な
い
の
か
、

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。
北
朝
鮮
の
弾
道

ミ
サ
イ
ル
発
射
も
不
安
材
料
で
あ
り
、
間
違

っ
て
能
登
半
島
に
落
ち
た
ら
ど
う
な
る
の

か
、
大
変
心
配
だ
。 

【
猪
村
議
長
】
核
保
有
国
で
あ
る
国
連
常
任

理
事
国
が
拒
否
権
を
持
っ
て
い
る
の
は
お

か
し
い
。
核
で
威
嚇
し
な
が
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ

を
侵
略
し
て
い
る
ロ
シ
ア
の
論
理
は
全
く

お
か
し
い
。
被
爆
国
日
本
に
は
国
際
社
会
の

外
交
・
安
全
保
障
で
果
た
す
役
割
が
あ
る
と

思
う
。 

【
神
田
】
国
連
本
部
か
ら
も
締
約
国
会
議
へ

の
日
本
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
を
切
望
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
今
の
重
大
局
面
を

変
え
て
い
く
布
石
に
な
る
。
議
会
で
も
そ
の

こ
と
を
共
通
認
識
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

 
 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

か
ほ
く
市
議
会
で
は
、
六
月
三
日
の
議
会

運
営
委
員
会
で
議
案
の
取
扱
い
が
審
議
さ

れ
、
六
月
定
例
会
は
六
月
六
日
か
ら
二
三
日

ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。（
報
告 

神
田
順
一
） 

「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
意
見
書
提
出
を
求
め
て 

 
 
 
 

か
ほ
く
市
議
会
議
長
と
の
懇
談
報
告 

  
 

懇談に応じていただいた猪村博靖議

長㊧と杉本成一副議長 

要請する新井田義弘常任世話人㊧と

五十嵐正博代表世話人 
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で

こ
の
二
年
間
、
歩
か
な
い
・
街
頭
ア
ピ
ー
ル

だ
け
の
「
平
和
行
進
」
に
せ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
平
和
行
進
六
五
周
年
と
な
る

今
年
こ
そ
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
し
っ
か
り
と

り
な
が
ら
、
〝
歩
く
〟
平
和
行
進
に
し
た
い

と
念
願
し
、
準
備
を
す
す
め
て
い
ま
す
。 

五
月
九
日
か
ら
一
三
日
の
五
日
間
、
二
〇

自
治
体
す
べ
て
を
訪
問
し
て
平
和
行
進
へ

の
協
力
を
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。 

新
た
な
ヒ
バ
ク
シ
ャ
を
つ
く
る
な
！ 

二
月
二
四
日
、
ロ
シ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に

侵
攻
し
核
兵
器
の
使
用
も
あ
り
う
る
と
威

嚇
し
て
い
ま
す
。
ロ
シ
ア
が
い
か
な
る
理
由

を
つ
け
て
も
、
国
連
憲
章
違
反･

国
際
人
道

法
違
反
・
核
兵
器
禁
止
条
約
に
違
反
す
る
蛮

行
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
す
。
今
年
の
平
和

行
進
は
、
核
兵
器
の
廃
絶
・
ヒ
バ
ク
シ
ャ
援

護
と
と
も
に
、
「
新
た
な
ヒ
バ
ク
シ
ャ
を
つ

く
る
な
！
」
「
ロ
シ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら

撤
退
せ
よ
！
」
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
支
援
し
よ

う
！
」
と
呼
び
か
け
る
、
文
字
通
り
「
平
和
」

を
求
め
る
「
平
和
行
進
」
に
な
り
ま
す
。 

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
に
む
け
て
広
島

ま
で
歩
く
国
民
平
和
大
行
進
は
、
こ
の
半
世 

紀
、
核
兵
器
廃
絶
を
願
う
人
が
誰
で
も
参
加

で
き
る
運
動
と
し
て
発
展
し
、
近
年
は
全
都 

   

道
府
県
と
全
自
治
体
を
行
進
し
、
一
〇
万
人

以
上
が
参
加
す
る
日
本
で
最
大
の
〝
草
の

根
〟
行
動
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
二
〇
二

二
年
の
平
和
行
進
は
、
核
兵
器
禁
止
条
約
発

効
二
年
目
の
平
和
行
進
で
あ
り
、
行
進
の
最

中
の
六
月
二
一
日
か
ら
二
三
日
に
は
核
兵

器
禁
止
条
約
の
第
一
回
締
約
国
会
議
が
開

か
れ
、
八
月
一
日
か
ら
は
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会

議
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
さ
に
核
兵
器
の
廃

絶
と
平
和
を
求
め
る
国
際
会
議
に
向
け
て

の
歩
み
を
す
す
め
る
平
和
行
進
で
す
。 

ロ
シ
ア
の
侵
略
に
怒
り 

自
治
体
訪
問
で
は
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
略
へ
の
懸
念
は
共
通
で
、
「
ど
う
に
か

し
て
止
め
た
い
ね
」
「
国
際
世
論
が
カ
ギ
で

し
ょ
う
ね
」
「
プ
ー
チ
ン
に
聞
く
耳
は
あ

る
？
」
「
日
本
が
核
兵
器
禁
止
条
約
を
批
准

し
て
被
爆
の
実
相
を
世
界
に
発
信
す
る
こ

と
が
世
界
の
世
論
を
高
め
る
も
の
す
ご
く

大
き
な
力
だ
と
思
う
ん
で
す
」
・
・
・
こ
ん

な
や
り
取
り
が
各
地
で
あ
り
ま
し
た
。 

川
北
町
で
「
懸
垂
幕
」
を
作
成 

川
北
町
で
は
、
二
月
に
議
長
・
副
議
長
さ

ん
と
「
核
兵
器
禁
止
条
約
に
政
府
の
参
加
を

求
め
る
意
見
書
」
提
出
に
つ
い
て
懇
談
し
た

際
に
話
題
に
な
っ
た
「
平
和
都
市
宣
言
の
町
」

の
懸
垂
幕
を
五
月
中
に
作
成
す
る
こ
と
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。 

津
幡
町
で
は
「
宣
言
塔
」
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル 

津
幡
町
は
庁
舎
改
築
で
、
「
平
和
都
市
宣

言
の
町
」
の
宣
言
塔
が
撤
去
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
昨
年
秋
に
「
平
和
都
市
宣
言
の
町
」

と
い
う
宣
言
塔
を
再
建
し
ま
し
た
。 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

内
灘
町
で
は
、
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
参

加
を
求
め
る
署
名
に
つ
い
て
「
政
府
宛
の
署

名
は
ど
う
も
」
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、

「
政
府
に
宛
て
て
議
会
が
意
見
書
を
採
択

し
た
内
灘
町
と
し
て
、
署
名
を
訴
え
る
の
は

自
然
で
は
な
い
で
す
か
」
と
お
話
し
て
受
け

取
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

（
国
民
平
和
大
行
進
石
川
県
実
行
委
員
会

事
務
局
長
・
新
井
田
義
弘
） 

 

                  

県庁で秘書課長に馳知事への要請を説明（5 月 10日） 

平
和
行
進
の
事
前
要
請
で
全
自
治
体
と
議
会
を
訪
問 

川北町で総務課長への要請・懇談（５月９日） 

 

津幡町の宣言塔 
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四
月
二
〇
日
～
二
一
日
、
県
内
各
自
治
体

に
依
頼
し
た
「
二
〇
二
二
年
度
平
和
事
業
に

関
す
る
自
治
体
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
集
計
結
果

（
同
封
資
料
）
を
お
送
り
し
ま
す
。
ア
ン
ケ

ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
各
自
治
体
総

務
課
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

自
治
体
主
催
で 

「
原
爆
写
真
パ
ネ
ル
展
」
を
開
催 

「
原
爆
写
真
パ
ネ
ル
展
」
を
自
治
体
主
催

で
開
催
し
て
い
る
の
は
、
金
沢
市
、
七
尾
市
、

加
賀
市
、
野
々
市
市
、
津
幡
町
、
内
灘
町
、

志
賀
町
、
宝
達
志
水
町
、
穴
水
町
、
能
登
町

の
一
〇
自
治
体
で
す
。
輪
島
市
で
は
清
水
正

明
医
師
の
「
原
爆
被
爆
絵
画
展
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
石
川
県
、
小
松
市
、
か
ほ
く
市
、

白
山
市
、
能
美
市
の
五
自
治
体
は
、
市
民
団

体
主
催
の
「
原
爆
と
人
間
」
パ
ネ
ル
展
に
公

共
施
設
を
提
供
し
て
い
ま
す
。 

核
兵
器
の
非
人
道
性
、
被
爆
の
実
相
を
次

の
世
代
に
伝
え
る
た
め
、
県
内
全
て
の
自
治

体
で
「
原
爆
写
真
パ
ネ
ル
展
」
等
が
開
催
さ

れ
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。 

中
学
生
の
広
島
へ
の
修
学
旅
行
、 

夏
休
み
中
の
登
校
日
の
平
和
集
会 

例
年
、
七
尾
市
、
小
松
市
、
加
賀
市
、
白 

     山
市
、
能
美
市
、
川
北
町
、
中
能
登
町
の
七

市
町
で
は
、
平
和
学
習
等
を
目
的
と
し
た
中

学
生
の
広
島
へ
の
修
学
旅
行
、
野
々
市
市
は

「
平
和
の
旅
」
（
毎
年
八
月
五
日
～
六
日
、

広
島
市
平
和
記
念
式
典
に
中
学
校
生
徒
会

代
表
一
〇
数
人
の
派
遣
事
業
）
を
実
施
し
て

い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
こ
の
二
年
間
は

中
止
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
小
松
市
と

川
北
町
が
中
学
生
の
広
島
へ
の
修
学
旅
行

と
野
々
市
市
の
「
平
和
の
旅
」
が
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
の
収
束
で
、
他
市
町
で

も
復
活
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

夏
休
み
中
の
登
校
日
に
平
和
集
会
や
平

和
に
関
す
る
教
育
を
各
校
・
各
学
級
で
創
意

工
夫
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
ご
活
用
い
た
だ
き
、
県
内
全

て
の
学
校
教
育
に
お
い
て
平
和
学
習
が
実

施
さ
れ
る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。 

非
核
平
和
宣
言
の
周
知
方
法 

「
非
核
平
和
宣
言
」
を
標
柱
や
懸
垂
幕

等
で
掲
示
し
て
い
る
の
は
金
沢
市
、
七
尾

市
、
小
松
市
、
白
山
市
、
能
美
市
、
野
々
市

市
、
川
北
町
、
津
幡
町
、
内
灘
町
、
志
賀
町
、

中
能
登
町
の
一
一
自
治
体
で
す
。
今
年
新
た

に
川
北
町
が
「
平
和
都
市
宣
言
の
町
・
懸
垂

幕
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
懸
垂
幕
は
六

月
以
降
に
川
北
町
役
場
・
文
化
セ
ン
タ
ー
前

に
掲
示
さ
れ
、
六
月
二
〇
日
役
場
前
で
開
く

平
和
行
進
・
出
発
式
を
歓
迎
し
て
く
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
津
幡
町
で
は
昨
年
九
月
に

庁
舎
を
改
修
し
た
と
き
、
「
平
和
都
市
宣
言

の
町
・
標
柱
」
を
新
た
に
設
置
し
ま
し
た
。

本
会
も
参
加
し
て
い
る
平
和
行
進
石
川
県

実
行
委
員
会
が
毎
年
要
望
し
て
き
た
事
項

に
応
え
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。 

県
・
市
・
町
全
て
の
議
会
が
「
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
略
へ
の
抗
議
決
議
」 

二
月
二
四
日
に
始
ま
っ
た
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
略
は
、
明
ら
か
に
国
連
憲
章
と

国
際
人
道
法
に
違
反
す
る
行
為
で
あ
り
、
県

内
全
自
治
体
が
三
月
議
会
で
政
府
に
対
し

て
国
際
社
会
と
連
帯
し
、
あ
ら
ゆ
る
外
交
努

力
に
よ
り
、
ロ
シ
ア
の
軍
事
攻
撃
の
即
時
停

止
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
即
時
無
条
件
撤
退

を
要
望
す
る
意
見
書
や
決
議
を
可
決
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
核

兵
器
使
用
を
示
唆
す
る
発
言
に
は
、
「
唯
一

の
戦
争
被
爆
国
と
し
て
、
断
じ
て
容
認
で
き

ま
せ
ん
。
議
会
で
は
一
九
九
二
年
に
『
平
和

都
市
宣
言
』
を
決
議
し
、
加
え
て
昨
年
、
政

府
に
対
し
、
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
参
加
を

求
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
（
内
灘
町
）
」
、

「
核
を
持
つ
こ
と
で
他
国
を
侵
略
す
る
際

に
有
効
に
働
く
、
ま
た
核
兵
器
を
持
つ
こ
と

で
侵
略
時
に
そ
の
他
の
国
の
軍
事
介
入
を

抑
圧
で
き
る
と
い
う
誤
っ
た
認
識
が
世
界

に
広
が
る
こ
と
は
決
し
て
認
め
ら
れ
る
も

の
で
は
な
く
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
考
え
は

否
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
（
中
能
登
町
）」

な
ど
核
保
有
国
に
よ
る
「
核
抑
止
」
論
を
明

解
に
否
定
す
る
意
見
書
も
あ
り
ま
し
た
。 

日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の 

参
加
を
求
め
る
意
見
書 

プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
核
兵
器
に
よ
る
威

嚇
を
お
こ
な
い
、
核
兵
器
使
用
が
現
実
味
を

帯
び
て
い
る
重
大
な
局
面
で
、
六
月
に
核
兵

器
禁
止
条
約
第
一
回
締
約
国
会
議
が
開
催

さ
れ
ま
す
。 

日
本
政
府
が
こ
れ
ま
で
掲
げ
て
き
た
核

保
有
国
と
非
核
保
有
国
と
の
「
橋
渡
し
」
を

行
う
た
め
に
は
、
（
少
な
く
と
も
）
締
約
国

会
議
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。 

「
日
本
政
府
の
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の

参
加
を
求
め
る
意
見
書
」
提
出
は
現
在
、
六

三
二
自
治
体
（
三
五
・
六
％
）
に
広
が
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
県
内
で
は
白
山
市
、
内
灘

町
の
二
自
治
体
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。 

今
年
三
月
議
会
で
県
内
全
て
の
自
治
体

が
「
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
へ
の
抗
議

決
議
」
を
可
決
し
た
よ
う
に
、
当
会
で
は
引

き
続
き
、
全
て
の
自
治
体
か
ら
政
府
に
「
核

兵
器
禁
止
条
約
へ
の
参
加
を
求
め
る
意
見 

書
」
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
働
き
か 

け
て
い
き
ま
す
。 

 

二
〇
二
二
年
度 

平
和
事
業
に
関
す
る
自
治
体
ア
ン
ケ
ー
ト 

集
計
結
果
と
コ
メ
ン
ト 
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非
核
石
川
の
会
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー 

 
知
事
選
に
立
候
補
し
た 

私
の
想
い 

新
日
本
婦
人
の
会
石
川
県
本
部 

飯
森
博
子 

 

二
〇
二
二
年
三
月
一
三
日
投
票
の
石
川

県
知
事
選
挙
に
お
い
て
、
私
は
候
補
者
と
し

て
全
県
を
回
り
、
「
子
ど
も
の
医
療
費
、
県

の
制
度
の
拡
充
」
を
訴
え
ま
し
た
。
同
じ
石

川
県
に
住
ん
で
い
て
住
む
地
域
に
よ
っ
て

医
療
費
負
担
が
違
う
こ
と
、
三
六
年
間
の
自

治
体
へ
の
要
望
に
よ
り
、
金
沢
市
を
残
し
て

全
県
で
高
校
ま
で
の
子
ど
も
の
医
療
費
窓

口
無
料
化
が
実
現
し
た
こ
と
、
こ
の
県
知
事

選
挙
で
、
金
沢
市
の
子
ど
も
の
医
療
費
、
高

校
ま
で
の
無
料
化
を
必
ず
実
現
し
た
い
と

思
っ
た
こ
と
が
、
私
の
知
事
立
候
補
を
決
意

す
る
一
番
の
理
由
で
し
た
。 

我
が
子
が
小
さ
か
っ
た
時
、
高
熱
に
う
な

さ
れ
て
ぐ
っ
た
り
し
、
咳
が
止
ま
ら
な
い
で
、

ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ
ー
と
息
を
し
て
い
て
今
に
も

息
が
と
ま
り
そ
う
に
な
り
、
病
院
に
走
っ
て

行
っ
た
時
、「
す
ぐ
点
滴
を
！
」「
血
液
検
査

を
」
と
言
わ
れ
、
一
万
円
以
上
の
お
金
が
必

要
だ
っ
た
こ
と
。
長
男
が
転
ん
で
額
を
切
っ

て
血
が
と
ま
ら
ず
、
日
曜
日
に
救
急
で
医
科

大
病
院
に
行
っ
た
こ
と
。
生
活
を
切
り
詰
め 

る
中
、
突
然
の
医
療
費
の
捻
出
は
本
当
に
大 

変
で
し
た
。 

「
お
金
の
心
配
な
く
、
病
院
に
飛
ん
で
い

け
る
よ
う
に
し
た
い
」
こ
の
思
い
が
私
の
新

婦
人
活
動
の
原
点
で
す
。
以
来
三
六
年
間
、

毎
年
六
月
一
日
「
国
際
子
ど
も
デ
ー
」
に
県

と
の
交
渉
を
続
け
て
き
ま
し
た
。 

こ
の
私
の
こ
だ
わ
り
は
ど
こ
か
ら
来
る

の
か
？ 

私
が
ま
だ
子
ど
も
だ
っ
た
時
に
、
私
の
父

方
の
祖
母
が
「
生
ま
れ
て
今
ま
で
で
一
番
つ

ら
か
っ
た
の
は
我
が
子
を
死
な
せ
て
し
ま

っ
た
こ
と
だ
。
一
〇
人
子
ど
も
を
産
ん
だ
け

れ
ど
、
四
人
し
か
生
き
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
農
家
の
嫁
に
き
て
、
じ
い
ち
ゃ
ん
の

顔
も
結
婚
式
の
そ
の
日
に
初
め
て
見
て
、
お

し
め
を
川
で
洗
っ
て
い
た
ら
、
早
く
仕
事
せ

い
！
と
怒
ら
れ
た
。
柱
に
我
が
子
を
つ
な
い

で
畑
に
行
き
帰
っ
て
み
た
ら
、
い
ろ
り
に
落

ち
て
死
ん
で
い
た
。
畑
に
連
れ
て
行
っ
て
、

も
っ
こ
に
入
れ
て
寝
か
し
て
い
た
ら
あ
り

に
た
か
ら
れ
て
死
ん
だ
。
病
院
に
入
院
し
薬

の
分
量
が
読
め
な
か
っ
た
の
で
、
間
違
え
て

飲
ま
せ
て
死
な
せ
て
し
ま
っ
た
。
だ
か
ら
、

自
分
に
孫
が
で
き
た
ら
、
仕
事
せ
ん
で
も
孫

と
遊
ん
で
、
し
っ
か
り
孫
を
見
よ
う
と
思
っ

た
」
と
私
に
言
い
ま
し
た
。 

私
の
こ
と
を
大
切
に
か
わ
い
が
っ
て
く

れ
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
思
い
、
そ
れ
が
私
の

県
知
事
選
挙
へ
の
願
い
と
な
っ
た
の
で
す
。

「
ひ
ろ
こ
、
よ
う
が
ん
ば
っ
た
ね
。
も
う
少

し
や
ぞ
！
」
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
声
が
聞
こ

え
ま
す
。
生
き
て
い
る
限
り
、
声
を
上
げ
て

い
き
ま
す
。 

 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
子
ど
も
た
ち
に 

想
い
を
寄
せ
て 

 
 

治
安
維
持
法
犠
牲
者
国
家
賠
償 

要
求
同
盟
石
川
県
本
部 

 
 尾

西
洋
子 

 

昨
年
六
月
一
九
日
の
総
会
で
会
長
の
任

を
受
け
て
一
年
近
く
、
こ
の
間
、
伊
藤
千
代

子
の
映
画
製
作
・
上
映
運
動
で
た
く
さ
ん
の

方
々
の
協
力
を
得
て
、「
千
代
子
石
川
の
会
」

も
発
足
。
い
よ
い
よ
五
月
二
八
日
に
試
写
会
、

七
月
参
議
院
選
挙
後
の
全
県
上
映
の
取
り

組
み
で
す
。 

 

国
賠
同
盟
が
求
め
て
い
る
「
日
本
政
府
は

侵
略
戦
争
を
認
め
、
全
て
の
犠
牲
者
に
謝
罪

と
賠
償
を
」
に
政
府
は
応
じ
て
い
ま
せ
ん
。

日
本
の
政
治
を
歪
め
て
い
る
大
本
の
ひ
と

つ
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。
世
界
で
は
独
、
伊
、

米
、
カ
ナ
ダ
、
韓
国
、
ス
ペ
イ
ン
、
イ
ギ
リ

ス
な
ど
で
謝
罪
と
賠
償
が
進
ん
で
い
ま
す
。 

岸
田
政
権
は
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ

の
侵
略
の
危
機
に
乗
じ
て
「
敵
基
地
攻
撃
能

力
」
や
「
核
の
共
有
」
、
改
憲
な
ど
、
と
ん

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
の

日
本
こ
そ
核
兵
器
禁
止
条
約
に
参
加
す
べ

き
で
す
。 

 

 

「
再
び
戦
争
と
暗
黒
政
治
を
許
す
な
！
憲

法
９
条
守
れ
！
」
を
掲
げ
て
今
年
で
五
四
年
。

国
賠
同
盟
は
、
六
月
に
第
四
〇
回
全
国
大
会

を
開
催
し
、
六
月
三
〇
日
ま
で
の
「
特
別
月

間
」
を
設
定
し
全
国
で
二
万
人
、
石
川
県
は

二
〇
〇
人
の
会
員
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
力

を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。 

 

五
月
五
日
「
こ
ど
も
の
日
」
、
鶴
来
の
樹

木
公
園
で
の
国
民
救
援
会
、
年
金
者
組
合
、

日
朝
協
会
、
日
中
友
好
協
会
の
皆
さ
ん
と
食

べ
て
、
歌
っ
て
、
し
ゃ
べ
っ
て
、
ゲ
ー
ム
等
、

心
の
こ
も
っ
た
山
菜
交
流
会
に
参
加
し
て

き
ま
し
た
。 

 

元
教
師
の
東
し
げ
の
さ
ん
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
子
ど
も
〝
こ
お
ろ
ぎ
ち
ゃ
ん
〟
と
富

樫
小
一
年
の
〝
お
り
づ
る
ち
ゃ
ん
〟
の
一

年
間
の
交
流
の
お
話
に
、
今
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

子
ど
も
た
ち
、
二
〇
〇
万
人
以
上
が
国
外
に
、

二
八
〇
万
人
が
国
内
避
難
で
家
を
追
わ
れ
、

家
族
と
離
れ
離
れ
、
命
ま
で
奪
わ
れ
、
繰
り

返
さ
れ
る
無
差
別
攻
撃
で
心
に
深
い
傷
を

負
っ
て
い
る
。
心
が
痛
み
ま
す
。 

し
げ
の
先
生
か
ら
戴
い
た
三
六
年
前
チ
ェ ナージャちゃん(6歳)の絵 
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ル
ノ
ブ
イ
リ
の
原
発
事
故
に
あ
っ
た
ナ
ー

ジ
ャ
さ
ん
（
六
歳
）
の
絵
を
手
に
民
主
主
義

か
専
制
主
義
か
と
世
界
を
「
価
値
観
」
で
分

断
す
る
の
で
な
く
、「
国
連
憲
章
を
守
れ
！
」

「
国
際
法
を
守
れ
！
」
の
一
点
で
一
致
し
て

声
を
上
げ
ま
し
ょ
う
。 

                  

２
０
２
２
年 

平
和
行
進
う
ち
わ 

（
紙
製
丸
形 

一
五
〇
円
） 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
核
兵
器
を
放
棄
し
た
象

徴
と
し
て
反
核
平
和
運
動
で
広
が
っ
た
「
ひ

ま
わ
り
」
を
モ
チ
ー
フ
に
つ
く
ら
れ
て
い
ま

す
。 

詩
人
会
議
か
な
ざ
わ
「
独
標
」
よ
り 

巡
り
合
い 

土
井 

和
子 

 

滅
入
っ
て
し
ま
い
そ
う
な
鼠
色
の
空
か
ら
一
変 

風
も
な
く
青
い
空
か
ら
は
キ
ラ
キ
ラ
と
し
た 

春
の
よ
う
な
日
差
し
が
降
り
注
い
で
い
た 

純
白
の
雪
を
か
ぶ
っ
た
立
山
連
峰
が 

新
し
い
年
を
祝
う
よ
う
に
聳
え
て
い
た 

 

あ
の
日
も
そ
う
だ
っ
た 

よ
う
や
く
車
椅
子
で
動
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た 

秋
空
の
和
ら
か
い
陽
射
し
を
受
け 

雪
を
か
ぶ
っ
た
山
の
峰
々
が
青
い
空
に
聳
え
て
い

た 日
本
海
に
消
え
て
い
き
そ
う
な
霞
ん
だ
山
の
端
に 

白
馬
岳
が
ま
あ
る
い
頭
を
出
し
て
笑
っ
て
い
た 

目
の
前
の
山
々
の
全
貌
を
前
に
し
て 

私
は
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
か
と
自
問
し
て
い
た 

教
壇
か
ら
見
て
い
た
子
供
た
ち
の
顔
が
思
い
出
さ

れ 二
度
と
教
壇
に
は
立
て
な
い
こ
と
悟
り
な
が
ら
も 

私
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
あ
る
は
ず
と
思
え
ば 

増
え
て
い
る
登
校
拒
否
や
不
登
校
の
子
供 

学
校
に
ど
ん
な
問
題
が
あ
る
の
か
を
知
り
た
い 

そ
の
心
に
出
会
い
た
い
と
山
の
神
に
願
っ
て
い
た 

 

北
ア
ル
プ
ス
の
立
山
連
峰 

白
馬
岳
な
ど
の
後
ろ

立
山 

穂
高
連
峰
な
ど
登
頂
に
難
し
い
山
々
が 

日
本
の
ど
真
ん
中
に
聳
え
連
な
り
背
骨
と
な
っ
て

い
る 

西
穂
高
独
標 

独
立
標
高
点
か
ら
の
命
名
由
来
を

持
つ 

「
独
標
」
に
誘
わ
れ 

巡
り
合
い 

明
る
い
灯
を
探
し
な
が
ら
険
し
い
山
の
ミ
チ
を 

蝸
牛
の
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
と
登
っ
て
い
る 

立
山
の
峰
々
を
目
の
前
に
し
て 

 

編
集
室
よ
り 

◎
山
本
さ
と
し
さ
ん
の
名
曲
『
ヒ
ロ
シ
マ
の

有
る
国
で
』
は
三
九
年
前
の
一
九
八
三
年
の

作
品
。
初
め
て
聞
い
た
時
も
印
象
に
残
っ
た

が
、
ま
さ
か
こ
れ
ほ
ど
ま
で
今
の
時
代
に
迫

る
曲
に
な
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
以
下
は

曲
の
サ
ビ
の
部
分
で
す
。 

 

ヒ
ロ
シ
マ
の
有
る
国
で 

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は 

と
も
る
い
く
さ
の
火
種
を 

消
す
こ
と
だ
ろ
う 

 
今
年
の
憲
法
記
念
日
の
集
会
で
も
歌
っ

た
が
、
五
月
末
の
合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

も
多
く
の
人
に
聴
い
て
も
ら
う
予
定
。
皆
さ

ん
も
ぜ
ひ
口
ず
さ
ん
で
下
さ
い
ね
。（
中
） 

  

                              

 

月 日 曜 時 行　　　　事　　　　予　　　　定 会 　　　場

21 土 10:00 非核の政府を求める石川の会・総会記念講演／五十嵐正博さん 金沢市青草町・近江町交流プラザ4階研修室

21 土 17:00 戦争と医学医療研究会北陸支部・公開講座／横山隆さん 金沢市青草町・近江町交流プラザ4階研修室

22 日 12:30 核禁条約署名連絡会・街頭署名活動 金沢市武蔵町・金沢エムザ前

28 土 10:00 映画「伊藤千代子の生涯」試写会（2回目上映／13：00） 金沢市下本多町・金沢21世紀美術館

28 土 10:30 日本中国友好協会石川県支部・講演会／温井鋼哲さん 金沢市青草町・近江町交流プラザ4階研修室

28 土 15:00 石川県社会保障推進協議会・総会記念講演／本田由紀さん 金沢市鞍月2丁目・県地場産業振興センター

29 日 13:00 石川県母親大会・記念講演／延藤裕之さん 金沢市三社町・石川県女性センター

11 土 11:30 原水爆禁止国民平和大行進／富山県より引き継ぐ 津幡町九折

22 水 12:30 核禁条約署名連絡会・街頭署名活動 金沢市武蔵町・金沢エムザ前

24 金 11:30 原水爆禁止国民平和大行進／福井県に引き継ぐ 福井県坂井市吉崎

7 27 水 10:00 「戦争と医の倫理」731部隊パネル展（～8月1日） 金沢市鞍月1丁目・石川県庁19階展望ロビー

8 2 火 10:00 「平和のパネル展」（～8月16日） 金沢市鞍月1丁目・石川県庁19階展望ロビー

*会報「非核・いしかわ」サポート会員を募集中   年会費 2,000円   

非核・平和の掲示板
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石
川
の
山
め
ぐ
り
⑰ 

大
嵐
山 

白
山
市 

１
２
０
４
ｍ 

 

吉
沢 

京
子 

 
 

大
嵐
山
へ
は
車
で
白
峰
の
手
前
に
あ
る

桑
島
大
橋
を
渡
り
左
折
、
百
合
谷
（
び
ゃ

っ
こ
た
ん
）
林
道
に
入
り
高
度
を
上
げ
て

い
く
と
広
い
駐
車
場
に
着
き
ま
す
。
こ
こ

に
は
案
内
板
、
水
場
、
ト
イ
レ
が
あ
り
有

難
い
で
す
。 

 

遊
歩
道
を
一
五
分
位
登
る
と
白
虎
谷
峠

（
び
ゃ
っ
こ
だ
ん
と
う
げ
）
に
着
き
ま
す
。 

こ
こ
で
右
折
し
て
尾
根
を
ひ
と
登
り
す

る
と
白
虎
谷
ブ
ナ
林
に
着
き
ま
す
。 

小
ブ
ナ
の
美
し
い
林
が
広
が
り
大
き
な 

 

ブ
ナ
も
混
ざ
り
、
ず
っ
と
休
ん
で
い
た
い

と
思
う
ほ
ど
癒
さ
れ
る
所
で
す
。 

こ
こ
か
ら
左
手
に
進
み
ま
す
が
、
登
山

道
は
五
月
の
連
休
の
頃
は
残
雪
が
あ
り
足

元
を
気
に
し
な
が
ら
急
坂
を
登
り
ま
す
。 

 

大
嵐
山
山
頂
に
は
サ
ン
カ
ン
ス
ギ
や
し

ゃ
く
な
げ
が
あ
り
ま
す
。
頂
上
か
ら
は
雪

を
抱
い
た
白
山
が
真
近
に
望
め
ま
す
。 

 

登
っ
て
来
た
道
を
白
虎
谷
ブ
ナ
林
経
由

で
白
虎
谷
峠
に
戻
り
ま
す
。
水
芭
蕉
の
咲

く
こ
ろ
（
四
月
下
旬
～
五
月
上
旬
）
は
右

折
し
て
、
水
芭
蕉
園
へ
下
り
ま
す
。
観
賞

を
す
る
沢
山
の
人
た
ち
で
賑
わ
う
所
で
す
。 

 

水
芭
蕉
を
堪
能
し
た
ら
白
虎
谷
峠
ま
で 

戻
り
、
右
折
し
て
展
望
コ
ー
ス
を
行
く
と

見
事
な
ブ
ナ
林
が
迎
え
て
く
れ
ま
す
。
ヒ 

 
メ
コ
マ
ツ
の
林
を
左
の
方
へ
下
る
と
途
中

で
手
取
り
ダ
ム
湖
が
見
え
ま
す
。
そ
の
ま

ま
下
る
と
元
の
駐
車
場
に
戻
り
ま
す
。 

 

お
花
は
イ
ワ
ウ
チ
ワ
、
タ
ム
シ
バ
、
ム

シ
カ
リ
、
ア
カ
モ
ノ
、
ツ
ク
バ
ネ
ソ
ウ
、

オ
オ
バ
キ
ス
ミ
レ
、
エ
ン
レ
イ
ソ
ウ
、
サ

ン
カ
ヨ
ウ
、
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
な
ど
な
ど
。 

 

動
物
は
カ
モ
シ
カ
や
リ
ス
、
石
川
県
鳥

の
イ
ヌ
ワ
シ
も
観
る
こ
と
が
出
来
る
か
も
。 

 

麓
の
桑
島
に
は
天
然
記
念
物
の
化
石
壁

が
あ
り
白
山
恐
竜
パ
ー
ク
も
あ
り
ま
す
。 

【
編
集
部
注
】
現
在
、
百
合
谷
林
道
は
土

砂
崩
れ
の
た
め
通
行
止
め
で
す
。
解
除
を

確
認
し
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

 

 

絵
手
紙
コ
ー
ナ
ー 

 

金
沢
医
療
生
活
協
同
組
合
絵
手
紙
班 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

坂
本
朋
子 

 
 
 

 

大嵐山頂上より白山方面を望む 

水ばしょう園にて 

ブックレット 
『若者、ガマフヤーと語る』 

出版のお知らせ 
 坂本菜の花さんが、2021 年 4 月 5 日～
9 日、オンラインで全国の若者たちと沖
縄のガマフヤー・具志堅隆松さんらを囲
んで語り合ったイベントをもとにブック
レットを出版しました。 
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絡先（メールアドレス・電話番号）、住所、
注文冊数を記載してお申込みください。 

〇メールアドレス 

 wakamono.booklet@gmail.com 
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